
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第４学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の学級平均正答率は 65.6%（基礎 71.8%，活用 52.5%）と全国平均正答率より 4.4% 

低いことが分かった。 

・特に「言葉の特徴や使い方に関する事項」「話すこと・聞くこと」において全国平均正答率を下回っ 

ている。また，「書くこと」についてはテスト時間内に最終問題の作文まで着手できず，無回答であ 

る児童や途中で終わってしまった児童がいるなどテストに慣れていない現状が見えてきた。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・伝える相手を意識した作文指導を行う。「誰に」「どのような目的で」書くのかを最初に確認し，相手

意識をもって伝えることができる力を育むことをねらう。 

・「話すこと・聞くこと」に関する事項については未記載であった。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・伝える相手を意識した作文指導に加えて，時間内に書くこと，既習の漢字は使うことを徹底する。 

・意見が思い付かない場合は，友達の意見を参考にして話すこと，書くことを積極的に指導している。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①字数や時間の制限を設けた作文指導を行い，既習

の漢字については意識的に使うよう声かけをしな

がら添削作業を行う。 

②友達の意見を聞き，賛成か反対かなど反応を必ず

することで，聞くことに対する必要感と発言力を

養う。 

＜検証方法＞ 

❶学年末に学力テスト過去問題の作文を１０分で取

り組み，７割の正答率を取る。 

 

❷毎朝のテーマスピーチで「話す」際の文章構成力と

質問力を見る。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①100 字作文に取り組むことで，お題に対して自由に

作文する力が身に付いた。 

②友達の意見に共感したり，別の考えがある際は付

け足しをしたりすることができた。 

＜課題＞ 

①100 字作文に取り組む月間を設けた。既習の漢字を

使うことについては課題が残る。また，記述内容に

答えがある文章を書くことにも課題が残る。 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・物語文や説明文の教材で叙述をもとに作文をする

際には，話型を補助資料として用意しておき必要

な児童に配布できるようにする。 

 

・人前で話すことは得意なので，話す聞くの単元で

は話の内容に重点を置いて指導を行う。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

・叙述をもとに筆者の考えと自分の考えを区別しながら作文することができる。 

・聞き手に伝わる内容か事前に話す内容を友達と読み合うことができる。 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第４学年 社会科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の学級平均正答率は 61.5%（基礎 62.0%，活用 60.0%）と全国平均正答率を 3.7%下 

回っている。 

・「地域や市の様子」「生産や販売」「安全を守る働き」の項目で全国平均正答率を下回っており，複数 

の資料の中から正解を見付る力に課題がある。また，問題文が長いため，どこが質問されているのか 

分からなくなる様子が見られた。地図記号など基礎的な知識不足も課題である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・令和２年度授業改善推進プラン策定なし。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・社会科の用語を覚えるために，言葉と意味を関連付けて話をする。 

・何が聞かれているのか，問題を理解するために，キーワードを授業内で指定している。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①文章や数値で書かれた資料で「何を示した資料か」

を毎回考え，見出しを見る習慣を付ける。 

②「学びのキーワード」と称し，毎時間タブレットに

社会科の言葉を記録していく。 

＜検証方法＞ 

❶単元テストの正答率や学力テストの結果 

 

❷単元の最後にまとめのスライド，または新聞づく

りを行い，キーワードが使えているかを見取る。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①データがどの資料のものかを意識してスライドを

作ることができた。 

②タブレットで毎時間スライドを作ることにより，

授業内で出た重要な言葉に赤色を付けるなど目立

たせる習慣が身に付いた。 

＜課題＞ 

②単元のまとめのスライドを作る際に，過去作った

スライドのどこに必要な情報が書いてあるかを見

付けることに課題がある。 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・全ての単元を通してデータがどの資料から得たも

のなのかを常に意識して資料作りを行う。 

 

・単元のまとめスライドを作る際に，過去のスライ

ドで作ったものを生かすよう声かけをする。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

データがどの資料から得たものなのかを作成資料に明記することができる。 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第４学年 算数科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・今年度の学力調査の学級平均正答率は 73.8%（基礎 80.9%，活用 55.6%）と全国平均正答率を 1.7%上 

回った。しかし，学力の二極化が学級内での課題として挙げられる。 

・「わり算」「□を使った式」「長さ・重さ」「表とぼうグラフ」の問題において，学級内での正答率に差

がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・タブレットで時計アプリを使用し，具対物を操作させることで，実感を伴いながら，時間や時刻への

理解を深める。 

・数えたものに印を付けるなどして，重複や数え落としなどがないかを確認することで，確実にグラフ

や表に表すことができる。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・数直線での表現方法についてタブレットを操作して学び，実感を伴いながら，数の理解を深める。 

・筆算で使った数字に印を付けるなどして，重複や数え落としがないか確認することで，ケアレスミス

をなくそうと試みている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①公式を覚える前に，どうしてこの式になるのかを

じっくり考え，説明する活動を増やす。 

②練習問題に取り組む時間を単元内で２時間以上取

るようにする。 

 

＜検証方法＞ 

❶児童のノートに公式や計算が書かれているだけで

なく，立式の手順もきちんと書かれている。 

❷単元テストの正答率や学力テストの結果 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①式の中で数字が問題文のどのことを表しているの

かを考え発表する活動を通して公式を導き出すこ

とができた。 

②練習問題に取り組む時間を全単元で１時間と朝の

ベーシックタイムで取ることができた。 

＜課題＞ 

①授業内では友達の意見を聞くことができたが，テ

ストなど一人で問題に取り組むと手が止まってし

まうことが課題である。 

 

 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・「合同な三角形，四角形」「単位量当たりの大きさ」

などできまりや公式を暗記するだけでなく，どう

して公式が成り立つのかを授業内で説明する活動

を取り入れる。 

 

・ベーシックタイムを活用して計算や単位換算など

定期的に扱い復習をする。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

・計算の仕方を覚えるだけでなく，友達に伝えることができる。 

・緊張感のある場面（テストなど）でも問題文を把握し解答することができる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第４学年 理科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和６年度の学力調査の結果は，校内平均正答率が 53.3%で，全国平均の 55.2%にやや届かない状況であ

る。特に，問題の内容では「風やゴムのはたらき」（校内 26.7% 全国 44.8%），「音のせいしつ」（校内 40.0% 

全国 58.9%）に，観点別では知識・技能（校内 58.3% 全国 63.0%）に課題が見られた。後半の問題の正答

率が低く無解答が多いことから解答に時間がかかった児童が多かったと考えられる。顕著な個人差があり

下位層を中心に基礎的基本的な知識や技能を確実に身に付けさせることが，今後の課題である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・該当項目なし 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・基礎的基本的な知識や技能を確実に身に付けさせ，形成的な評価を行うために，毎時間や各単元の最

後に振り返りを行い，復習を徹底させる。 

・生活経験や既習内容を生かし自分の考えを言葉や図，資料等を使って表現させることによって，論理

的に思考することを習慣化させ，表現力を高める。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①基礎的基本的な知識や技能を確実に身に付けさ

せるために，各単元の最後に振り返りや復習を

徹底させる。 

②生活経験や既習内容を生かし自分の考えを表現

させることによって，論理的に思考することを

習慣化させる。 

＜検証方法＞ 

❶単元テストにより，知識・技能分野の評価がＢ

基準（正答率 70％）以上になったか。 

 

❷単元テストにより，思考・判断・表現分野の評価

がＢ基準（正答率 70％）以上になったか。 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①基礎的基本的な知識や技能を十分に身に付けるこ

とができた。 

②自分の考えを表現できるようになり，思考・判断・

表現の力が高まった。 

＜課題＞ 

・テストでは，設問の意味を正確に捉えるのが難し

いこともあった。丁寧に取り組むよう声掛けをし

ていく。 

・自分の考えを表現することがやや苦手な児童もい

るので，個別の支援も必要である。 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・基礎的基本的な学習内容の一層の定着を図る。 

・既習事項や適切な用語等を用いて，自分の考えを

わかりやすく表現できるように継続して指導して

いく。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 身の回りの自然科学的な事象に興味・関心をもち，主体的に解決し，考えを表現することができる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第４学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

音楽に対する熱量に個人差はあるが，興味をもち，考えたことを行動に移し，主体的に活動できる。 

また，制限時間内で完結できなかったことに対しても，挑戦させてほしいと積極的に意欲を示し，改

めて挑戦し，結果を出せる児童たちである。 

しかし，昨年度からの課題である「学習したことが分かっている」という内容については，質問に

対する回答の内容や楽器練習の取り組みを見ている中で，理解度が満足できる域に達していないと感

じる場面もある。  
２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・児童の疑問点をしっかりとすくい上げて理解を深めること。 

→教師との対話や協働的な活動の中で改善が見られた。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・協働的な活動の中で「何かを得られる力」をもっている児童であるため，その強みを生かし，グルー

プ活動を積極的に取り入れている。分からなくてもクラスメイトが一緒になって考える場面を設け

ることにより，ひらめくことが多々あったため今後も継続していく。 

・音符や休符を「タン」や「ウン」で表したカードを作成し，カードを手に持って言葉で表現したり，

手で叩いたりして音の長さやリズム創作に生かしている。 

・音楽の見方・考え方を働かせる手助けになるよう，既習事項を活用した音楽神経衰弱を実施してい

る。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①協働活動の充実 

②既習事項定着のための常時活動 

③学期ごとに行うアンケート 

＜検証方法＞ 

❶ワークシートやデータの内容の分析 

❷フォームを使用した平易なドリルなどの結果分析 

❸アンケートの分析 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

常時活動の中で，音楽用語神経衰弱やリズムカー 

ドを使った取組を行った結果，既習事項を使用した，

ワークシートの記述や発言をすることができるよう

になった。 

＜課題＞ 

 課題と思われるものはないが，高学年の取り組み

に向けて，難易度を上げた課題に取り組む必要があ

る。 

 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

 意欲や技能が高く，個別指導をすると目標以上の

成果があるため，教師が見通しをもった上で，さらに

高度なこともできるよう指導していく必要がある。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 自分なりに音楽に真剣に向き合い，自分の音楽をよりよくしていこうとする意欲をもち続ける児童 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第４学年 図画工作科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・活動の取り掛かりや作業の速度，仕上げまでの過程の密度などにかなり大きな個人差があり，与えら

れた時間に対して全体の見通しをもって活動することが難しい児童が半数以上である。 

・分野ごとに得意，不得意，好き，嫌いがわかれており，興味のもてない題材に対しては活動の質に波

があるため，苦手意識のあることに取り組むときの意識の持ち方に対する声かけ，導入や授業の組

み立ての工夫等が必要である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

【課題】児童の疑問点をしっかりとすくい上げて理解を深めることについて，改善が図られるとよい

と考えられる。 

【改善策】個別指導での児童の疑問点の解消。 

【評価】表現したいことがなかなか見付けられなかったり，活動に興味をもてなかったりした時に，そ

の状況を主体的に解決しようとする姿勢をつくりきれていないように感じられる。児童自身が知識や

技能面でのサポートを必要としているのか，アイデアのヒントを求めているのかなど自分のつまずき

や困り感を言語化して明らかにし，周囲に伝えてサポートを求めること。また，教師側はつまずきを予

め考慮してヒントや補助ツールの準備をしておくなど，ただただ集中できない時間にしないための主

体的な取り組み姿勢をつくっていけるよう相互の努力が必要である。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・導入で目標を確認して自分でつまずきそうなポイントを予想してみるよう声かけを行い，つまずい

たらどうするかを一緒に確認している。サポートの準備を整えておきつつも主体的な課題解決を促

す声かけを行う。授業終わりに振り返りワークシートに次回の自分への言葉を入力しておき，授業

初めに見るよう促している。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①年間２回授業評価アンケートを実施する。 

 

②授業ごとの振り返りや題材ごとのまとめの活動

を充実させる。 

＜検証方法＞ 

❶年間２回の授業評価アンケートの実施内容分析 

 

❷振り返りワークシートのフィードバックを行

い，自己評価を継続して比較する。 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

・制作活動を楽しみながら，作品をさらに良くし

たいという意志をもって，より工夫を凝らそう

とする主体的な姿が見られた。  

＜課題＞ 

・与えられている時間の中でどのような時間配分

で取り組めばよいか意識できないことが多く，

授業終わりの振り返りが疎かになりがちなこと

が課題である。  

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・活動を楽しみすぎるあまり，時間管理ができな

いことが多いため，制限時間の予告やタイマー

の活用などをより丁寧に行う。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

 自らの取組を振り返り，次につなげられる児童 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和６年度第４学年 体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・新体力テストでは，男子は 50ｍ走と立ち幅跳び，女子は握力に課題が見られた。また，学級得点平

均値は全国得点平均値を上回るが，個人差が大きいことにも留意する。 

・授業の観察から，運動課題への不安が強いと取り組むまでに時間がかかることもある。苦手な児童ほ 

ど試行回数が減り，成長速度が遅れてしまうことが課題である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和４年度授業改善推進プラン記載内容 

・運動中の動画を撮影し，自分の動く様子を視聴することで，児童が客観的にフォームを確認すること

ができ，改善点を見付けられるようにする。 

・スモールステップで課題を提示することで，運動の特性に応じた楽しさを味わいながら，練習するこ

とができるようにする。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・授業の後には今日の運動でできるようになったことや考えたことなどを振り返る活動をタブレット

で行い，教師が的確なコメントをする。 

・視覚的な資料を用意し，技のレベルなどを提示することで児童が進んで運動に取り組める環境を作

る。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①タブレットでの振り返りの際，児童が動きの言語

化をできるように一人一人に言葉かけをしてい

く。 

②視覚的な資料を用意し，児童一人一人が自分の課

題に合った運動を選ぶ環境を提供する。 

 

＜検証方法＞ 

❶タブレットでの毎時間の振り返り内容。授業内の

発言 

 

❷授業内の発言。単元のまとめの振り返り内容 

 

４．検証結果(成果と課題)  

＜成果＞ 

①振り返りへのコメントや授業内での言葉かけを通

して，動きのリズムや体の使い方を言語化するこ

とができた。 

②児童一人一人が一連の動作内で課題と感じる部分

を考え，練習の場を選んで運動に取り組むことが

できた。 

＜課題＞ 

①振り返りの内容に個人差がある。 

②自分に合った練習の場を選ぶことに苦労する児童

がいた。 

５．令和７年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項 

・全単元において児童の振り返りの内容に教師はコ

メントを返し，個別最適な振り返りができるよう

に心がける。 

 

・全ての単元において多様な活動の場を子供たちと

共に考えていく。 

６．令和７年度(次学年)末に期待する児童の姿 

・自分の体の動きを言語化し，友達に伝えることができる。 

 


